
教育指導課 

港区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を 

改正する条例について 

１ 背景・経緯 

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律（平成２９年法律第２９号）

が公布され、令和２年４月１日から、特別職及び臨時的任用の任用要件が厳格化

されるとともに、労働者性の高い非常勤職員に対して、守秘義務などの服務規律

を適用するとともに、期末手当を支給可能とするため、一般職の非常勤職員であ

る会計年度任用職員制度が創設されます。 

また、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）に基づく臨時的任用は、「常

時勤務を要する職に欠員を生じた場合」において、「緊急のとき」、「臨時の職に

関するとき」、「採用候補者名簿や昇任候補者名簿がないとき」に可能となります。 

この法改正にあわせて、臨時的任用の休暇制度等について整理を行うため、港

区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正します。 

２ 改正内容 

臨時的任用職員についての項目を加え、長期勤続を前提とした職員に与えるこ

とができるリフレッシュ休暇を除き、常勤職員と同様の特別休暇を承認できるこ

ととします。 

３ 施行期日 

  令和２年４月１日 
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《 参考 》 

港区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則（平成 

１２年港区教育委員会規則第７号）抜粋 

(リフレッシュ休暇) 

第二十九条 リフレッシュ休暇は、職業生活における一定の時期に心身の活力

を回復及び増進し、又は自己啓発に努めることにより、公務能率の向上に資

するため勤務しないことが相当と認められる場合の休暇とする。 

２ リフレッシュ休暇は、次の各号に掲げる年齢に達した職員に対し、当該年

齢に達した日が属する年度の翌年度において、日を単位として、当該各号に

定める日数の範囲内で承認する。 

 一 満五十三歳に達した者 引き続く三日 

 二 満四十三歳に達した者 引き続く二日 

３ （略） 






